
（別紙様式２）                               令和４年 １２月１４日 
高松市教育委員会 
保健体育課長 殿                 学校名  高松市立川島小学校           公印                 校長名  伊勢 朋哉               省略    

令和４年度 高松市防災教育講師派遣事業報告書  
次のとおり、標記事業を実施したので、報告します。 
学 校 の 名 称  高松市立川島小学校 
派 遣 内 容  防災教育に関する出前授業 
日 時 令和４年 １２月 ２日（ 金 ）９：２０ ～ １２：００  
場 所  ６年各教室 
対 象 者 
参 加 人 数  児童数    ８４ 名   

クラス数   ３  クラス  
教職員    ３  名 
その他    ０  名 

内 容 ・ 日 程 等  地震・津波発生の仕組み、発生時の対応について、各教室で、
一時間ずつ出前授業を行いました。     

取 組 に お け る 成 果      地震発生の仕組みや地震時にとるべき行動を分かりやすく説明していただ
いた。防災リュックを実際に見せていただいたことで、興味がわき、実際に

帰宅後、保護者に買いに行こうと、相談した児童がおり、具体的行動が想像

しやすい内容となっていた。普段から、防災リュックを準備している家庭も

あり、防災に意識を向けやすかったようである。４年生時に防災について総

合的な学習の時間で学習していたことや地震・ため池決壊における避難訓練

を１１月に行っていたことも意識がつながって考えられる要因となったよう

である。家に帰ってからの呼びかけがあったり、クイズ形式で内容を確認す

る場面があったりと参加しやすい内容となっていた。避難するときに最も必

要な物３つを考えることは、逆に避難に必要ない物も考える機会となってい

たように感じられた。   
今 後 の 課 題   今後、家庭と連携をとり、啓発していくことが必要であると感じた。児

童は、防災リュックが必要と感じても、家庭で必要なのだと感じてもらわな

ければ児童だけで行動に移すことは難しい。参観日に防災に関する授業を行

ったり、地域や家庭を巻き込んで避難訓練を行ったりすることができれば、

地域のつながりや防災意識の高まりが期待できるのではないかと考える。ま

た、春日川のほとりに、学校が位置し、数年前に運動場が浸水していること

からも防災意識を高めていくことが必要なのだと感じられた。 
 



注）当日の写真、資料等がありましたら、添付してください。                                 
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